
令和元年度 指定管理者制度導入施設モニタリングシート   
●施設概要 

施設名 
古河ゴルフリンクス・古河リバーサイド倶楽部 

リバーフィールド古河 
施設所管課 スポーツ振興課 

指定管理者名 穂高カントリー㈱ 
指定期間 

（評価実施年） 

平成27年 4月 1日～令和2年 3月31日 

（指定期間       5  年   のうち  5 年目） 

施設設置目的 
河川敷の有効活用を図りながら、幅広くゴルフを楽しむことができる場を提供することにより、スポーツ振興・地域振興を通じて、福祉の増進に寄与す

ることを目的とする。 

主な実施事業 

古河ゴルフリンクスの管理運営に関すること 

古河リバーサイド倶楽部の管理運営に関すること 

リバーフィールド古河の維持管理に関すること 

 

●実績報告 
開館・ 

開園日数 

利用人数 

（人） 

利用団体数 

（団体） 

減免数 

（件） 

指定管理料 

（円） 

指定管理者の収支状況 備 考 

収入【Ａ】(円) 支出【B】(円) 差引【Ａ-B】(円)  

295 

357 

344 

38,720 

8,924 

73,689 

- 

392 

3,748 

  

284,997,392 304,407,686 －19,410,294 

開館日数・利用人数は、

上段がリンクス・中段が

リバーサイド倶楽部・下

段がリバーフィールド古

河 
 

●管理運営状況 

項目 評価基準（評価の観点） 
評価内容 

自己 指定管理者コメント 所管課 所管課コメント 

1.
団
体
の
能
力 

団体の安定性 安定した運営ができる財務状況である 

Ａ 

 
平成１８年から指定管理
を受けており、他には長
野県で２コースゴルフ場管
理運営を行っております。 

A 

 

冠水クローズによる大きな

減収があったが、契約実績

から見ても適正に行われて

いる。 

団体の信頼性 類似施設の管理実績が良好である 

基本方針 市の計画や条例における施設の設置目的や役割を理解している 

指定管理者としての責務を認識し、真摯に事業に取り組む姿勢がある 

2.
管
理
運
営
の
基
本
事
項 

公平性の確保 

  

  

  

誰もが平等・公平に利用できる仕組みづくりがされている 

Ａ 

 
日頃から利用者が安心し
て利用できる管理運営を
行っております。 A 

 

災害時（冠水等）には市

と連絡を密に取り、ゴル

フ場を含む河川敷の仮

設トイレの撤去等マニュ

アルに従い迅速に対応し

ている。 

・利用時間・開館日は協定書を遵守している 

・利用時間・開館日・事業内容等の周知は的確である 

・予約方法・受付方法は的確である 

苦情・要望の把握と対応  利用者の意見・要望の把握とその反映の方法は的確である 

トラブル発生時の対応策や未然防止策が検討されている 

Ａ A 
・苦情・要望の把握方法・対応が明確になっている 

・苦情・要望内容、対応についてきちんと記録されている 

・より多くの意見を集められるよう工夫が図られている 

・利用者が気持ちよく利用できるよう工夫が図られている 

情報管理 

  

  

  

個人情報保護や業務上知り得た秘密の漏洩防止策が講じられている 

情報公開への対応は的確である 

Ａ A 

・業務上知り得た秘密や個人情報の適切な管理方法について定めた

個人情報保護マニュアルが策定、更新されている 

・情報管理について職員に意識付けされており、マニュアル通り運用さ

れている 

・情報公開規程が策定されている 

利用者の安全確保 

  

  

  

  

日常から利用者が安全に利用できるよう、事故防止、防犯、防災など

きめ細かい安全対策が講じられている 

Ａ A 

・日常的に必要な安全点検を行っている 

・緊急時の行動規範(マニュアル）が策定・更新されている 

・緊急時の行動規範(マニュアル）が職員に周知徹底されており、マニ

ュアル通り運用されている 

・最低年1回の避難訓練を実施している 

危機管理体制 

  

  

事故、災害など緊急時において適切な対応ができるような体制がとら

れている 

Ａ A 
・危機管理マニュアルが策定、更新されている 

・危機管理マニュアルが職員に周知徹底されており、マニュアル通り運

用されている 

・非常口の表示がされており、避難経路が確保されている 

3.
管
理
運
営
体
制 

人員体制 

  

  

  

管理運営内容と整合した職員体制がとられている  

必要な資格、専門的な知識を持った職員が配置されている 

人件費の設定は適切である 

Ａ 

 
必要最低限の人員体制で
業務を行い、サービスの
質を落とすことなく運営を
行っております。施設は老
朽化しており、特に雨漏り
がひどく汚れも目立ちます
が、利用者の導線につい
ては重点的に清掃を行い
清潔に保っております。 

A 

  

猛暑期は早朝作業を行

うなど、施設やコース設

備の老朽化に伴う不具

合に対し、利用者へのサ

ービス低下にならぬよ

う、維持管理面に工夫さ

れている。その他、緊急

修繕など市と協議をおこ

ない迅速な対応ができて

いる。 

・業務遂行のための適切な職員体制がとられている 

・業務遂行に必要な資格を持った職員を確保しており、適正に配置し

ている 

・勤務時間・賃金・雇用等において労働基準法等関連法令を遵守して

いる 

人材育成 

  

  

職員の育成、資質向上のためのきめ細やかな取組が実施されている 

Ａ A 



・職員の育成、資質向上のための研修を実施している 

・職員の技術向上のための研修を実施している 

・利用者に対して気持ちの良い対応をしている 

  

  

  

施設の維持管理 

  

  

  

  

  

施設の機能維持、物品管理の方策は適切である 

Ａ A 

・施設を清潔で衛生的に保っている。 

・施設の機能維持に必要な保守点検業務を実施している 

・修繕が必要な箇所や危険箇所を早期に把握できるような体制がとら

れている 

・法定点検を実施し、遅滞無く市に報告している 

・備品を良好に保ち、備品台帳で適切に管理している 

業務委託 

  

  

再委託の業務範囲、委託方法及び委託先は適切である 

再委託業務の成果確認の方法は適切である 

Ａ A ・委託先を決める際に数社から見積もりをとるなど、委託方法及び委託

先は適切であり、事前に市の承認を受けている 

・再委託業務の成果確認を実施している 

4.
施
設
の
効
果
的
活
用 

広報・PR 

  

  

利用者の増加を図るための広報計画や数値目標が適切である 

魅力的なサービスや利便性向上につながる提案がなされている 
Ａ 

 
ＷＥＢ予約システム・ＳＮＳ
等を有効利用し様々な企
画をして利用促進を行っ
ております。 

A 

 

SNS を活用し、コースの

状況など利用者とのコミ

ュニケーションが図られ 
利用促進につながってい

る。  

・各種媒体を利用した利用促進の取り組みを実施している 

・利用促進の取り組みの成果を把握している 

施設の活用 

  

施設の利用拡大のための事業、または自主事業の取組が検討されて

いる。 
Ａ A 

・魅力的な企画やイベントの実施により、利用者数や稼働率に効果が

みられる 

5.
効
率
性 

経費削減・収支バランス 

  

  

  

  

  

経費節減のための方策は、無理がなく実現可能なものである 

設定額（サービスとコストのバランス）は妥当である 

Ａ 

 
経費は無駄を限界まで省
き日々の業務を行ってお
ります。 

A 

 

決算書や関係書類により、

適正に予算が執行されてい

る。 
・利用料金収入は当初見込みと乖離していない 

・修繕費は適切に執行されている（過剰な剰余金はない） 

・収支計画書の範囲内で適正に予算を執行している 

・指定管理に係る会計は、団体自体の会計と区別した管理をしている 

・経費削減は施設機能の低下等なく実施されている 

 

【評価基準】 

SS 優良：仕様書等の業務要求水準を上回る効果的・画期的な取組により、優れた成果があったもの 【コメントに取組内容・効果の具体例を記入】 

S 良：仕様書等の業務要求水準を上回る取組がされているもの 【コメントに取組内容の具体例を記入】 

A 普通：仕様書等の業務要求水準どおりに行われているもの 

B 不十分：仕様書等の業務要求水準に達しておらず、さらなる努力・改善が必要なもの 

C 不備：仕様書等に基づく実施すべき事項が履行されておらず、指導や事業内容の見直しが必要なもの 

 

●総括評価  

指

定

管

理

者 

１年間の自らの管理運営
状況、施設の実績等を評
価し、翌年度の課題等が
あれば記入してください。 

令和元年度につきましては協定書・仕様書等を遵守して適正な管理運営を実施することが出来たと思います。特に緊急対応（冠水後の災害復旧）や

利用者対応については当初からの重点項目であり意識が高く、10月には台風19号による過去に例を見ないほどの甚大な被害にもあいましたが、懸

命の復旧作業を行い68日間のクローズでコースをオープンさせることが出来ました。 

営業面では、８月の災害球の猛暑及び台風19号の影響、また3月には新型コロナウイルスの影響で100組を超えるキャンセルがあり、当初見込みよ

り利用料金収入が乖離してしまったので収入増のための策を講じましたが、当初の見込みには届きませんでした。 

所

管

課 

事業報告書の内容、利用
者アンケート及び実地調査
の結果等を多角的に評価
し、指定管理者制度導入
の効果を検証してくださ
い。 

河川敷のゴルフ場であるため、冠水時にはクローズとなる特異な条件の中、適正な運営が行われている。 

災害時（冠水等）には市と連絡を密に取り、ゴルフ場を含む河川敷の仮設トイレの撤去等、マニュアルに従い迅速な対応がされている。 

施設および機器類等の老朽化が著しく不便ながらも、様々な企画運営など利用者へのサービス向上が図られている。 

冠水による長期休場による減収や新型コロナウイルスの影響など、大変厳しい状況にあるが今後の集客に期待したい。 


